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本日の講義内容

豊かな国と貧しい国の違い

 再び「貧困の罠」について

個人の責任？

政府による経済への影響

 いくつかの事例
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貧困の罠
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低所得

低貯蓄 低投資

所得が低いの
で貯蓄できない

貯蓄できないので投
資するお金がない

投資できないの
で所得が低い

豊かな国と貧しい国の違い

貧困の悪循環の有無

 個人資質の影響大

情報不足（ヨウ素摂取、教育の重要性）

嫌なものの先送り（予防接種、貯金よりお菓子）

→個人の責任？

 貧しい国ほど制度の脆弱性

結果、貧困者ほど自己責任大

制度設計の重要性

 教育、法、社会etc.制度の必要性
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政府は経済に影響する？

政府だけが異なる経済を考えると

 北朝鮮と韓国、東西ドイツ

共通項：教育、歴史、文化、民族、地理、資源etc.

中央計画経済による失速と資本経済による成長

 中国

 1958年、毛沢東の「大躍進」と大飢饉

 1978年、鄧小平の「改革開放」による急成長
 農業自由化、経済特区設置、経済統制緩和etc.

 アルゼンチン

 税財政、法整備etc.による経済への影響
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政府の経済的役割

政府が経済干渉すべき理由

 市場の失敗market failure
公共財：インフラ、教育、法整備etc.低収益性のもの

外部性：保健衛生、教育etc.無報酬での付随効果

独占：水道事業など自然独占による高価格の規制

政府が経済干渉を抑制すべき理由

 政府の失敗

市場の失敗以上に政府は失敗することも

例：独占の非効率性以上に政府規制の非効率
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政府はどのように経済に影響する？

法の支配

 法支配と要素蓄積の相関（図1）
例：所有権の不安定性は、投資や効率性を減退

経済計画、産業政策

 効率性低下も

国営企業：過剰雇用、高コスト体質

農業管理：農民保護のはずが「ピンはね」組織に

輸入規制：幼稚産業育成のはずが競争力低下

経済政策（金融・財政政策）
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図1  法の支配と要素蓄積（2005年）
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まとめ

「貧困の罠」

 個人資質の影響大

楽観性・希望と長期的な目標

時には近い目標も重要

目標の実現を助けてくれる制度

制度設計の重要性

 政府による経済への影響
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